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本装置は、中性子屈折型光学素子の超精密加工装置である。低エネルギー中性子ビームは、水素等の

軽元素に敏感な解析手段として物質研究に使用され、特に生体物質の研究では、Ｘ線では検出できない

水素の情報を直接引き出す手段として注目されており、バイオ分野の構造解析手段として画期的な線源

となる。本開発は、これら中性子ビームを用いた解析装置に必要な硬質・脆性材料からなる積層型フレ

ネルレンズ、及び積層型プリズムアレイなど光学素子の超精密加工を可能とするべく、総型砥石による

加工、積層型プリズムアレイ加工用斜軸研削加工、チャッキング、表面計測、制御といった各工程のユ

ニット化および統合化、そして、モデル機の動作確認・調整・評価などを行った。その結果、モデル化

により開発したツルーイング装置を加工装置に設置することにより、ワーク素材を外さずにツルーイン

グを行うことができ、高精度な加工を実現した。また、R55ｍｍの凸形状ガラスレンズの加工をもとに

NC制御の追従性の確認を行い、形状精度P-V値3μm以下の加工を達成した。今後の開発としては、

加工条件の見極め検証を実施し、実用化に向けての修正、調整、新規開発を行っていきたいと考えてい

る。波及効果としては、中性子物質レンズを使用し、デオキシリボ核酸（DNA）等の構造解析を効率的

に行いたいというニーズが、増加傾向にあることからもその拡大が予測できる。また近年では、プラス

チック爆弾などの検出装置として中性子物質レンズを使用する装置の開発も検討されている。
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